
くシンポジウム「初年次からの多様な学生支援と教職協働J> 

1.はじめに

文京学院大学における初年次教育に関わる

取り組み事例

森村幸夫
文京学院大学

本郷キャンパスディレクターの森村と申します。文京学院大学の学生支援と教職協働について

ご紹介します。学生が中心に企画・運営している活動については，私が皆さんにご説明した後に，

取り組みの当事者である学生に補足してもらおうと思っています。よろしくお願いいたします。

最初に発表の構成をご説明しますと，大きく三つに分かれています。一つ目が本学の紹介，一

つ日が学生支援の事例紹介，三つ目が取り組みの課題と展望です。

2.文京学院大学の紹介

それでは本学の紹介に入ります。本学の母体は 1924年に島田依史子が開設した島田裁縫伝習所

で， i自立と共生」を建学の精神とします。 1964年に文京女子短期大学， 1991年に文京女子大学

を開学しました。文京女子大学では経営学部，人間学部，外国語学部，保健医療技術学部という

ように順次学部を開設。 2002年に現校名に改め， 05年に全学部を男女共学にしました。 2009年

に創立 85周年を迎え， 88周年である今年は， 100周年に向けてさまざまな施策を行っています。

スライドに 2枚写真が載っていますが，上が創立者である島田依史子，下が現在の学園長である

島田爆子です。

本学は 4学部 1短大から成り，学生数は約 4，500名。埼玉県のふじみ野キャンパス，今日皆さ

んがいらっしゃるここ東京都の本郷キャンパスと，二つのキャンパスがあります。

次に，学生支援の取り組みを見ていきましょう。「ボランティアによる被災地支援Ji単位不足

や欠席の多い学生へのコンタクト・指導Jiてっぺんフォーラム」の三つを取り上げます。

3. rボランティアによる被災地支援jの三つの効果

「ボランティアによる被災地支援」は，これを始めるに至った背景からご説明します。東日本

大震災後，本学の学生は自主的にボランティア活動に参加していました。しかし， i被災者の力に

なりたいけれど，何をしたらよいかがわからなし1 という学生も少なからずおり，そうした学生

をサポートするために企画されたのが，この取り組みです。

企画の実践に当たっては，まず職員が被災地を視察して状況を把握。安全性を確認したり，宿

泊先を確保したりした上で，学生に告知しました。学生ボランティアは 7回に分けて派遣しまし

たが，どの回も参加希望者が募集人数をはるかに上回りました。また，本学では学生ボランテイ

アを派遣するだけでなく，さまざまな被災地支援を企画しており， 2011年度は全 19件を実施し，

延べ 1，044人の学生が参加しました。こうした被災地支援は 5年以上続け，瓦磯の撤去といった

物理的な支援から心のケアなどの精神的な支援に徐々に移行していく予定です。
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「ボランティアによる被災地支援」は，学生にとって三つの効果があったと考えています。一

つ目は， 日本で起きた大震災の被災地を実際に見ることで，自分の在り方や今後の人生について

考えるようになったこと。二つ目は，互いに助け合うことの大切さを学べたこと。三つ目は，大

学が企画しなくても自分から進んでボランティア活動をする学生が増えたことです。教科の一環

ではない，純粋なボランティア活動に熱心に取り組む学生の姿を見て，付き添った私たち教職員

は学生の人間的成長を感じました。現地視察など手間をかけて準備をしたかいがあったと思った

のは，私だけではないはずです。

4.直接自分の目で見て，聞いて，感じる

学生の自主的なボランティア活動もご紹介しておきましょう。例えば， Iランド、セノレ大作戦Jと

いう活動では，東日本大震災で被災した宮城県気仙沼市の子どものためにランドセルを贈りまし

た。本学の環境教育研究センターに所属する学生が各教室にポスターを掲示して活動を告知し，

多くの学生の協力を呼びかけました。教育委員会を通して本学近くの小学校にも活動の意図を伝

え，卒業生にランドセルを寄贈してほしいとお願いしました。お子さんがランドセルを本学に届

けてくれたり，学生が小学校まで取りに行ったりして，大震災発生から 1か月足らずの聞に集ま

ったランドセルは，全部で 1，024個に及びます。学生はその一つひとつを丁寧に拭き，手書きの

メッセージを添えて気仙沼市へトラックで運びました。 トラックでの搬送には市民ボランティア

の方々にも協力していただきました。こうして気仙沼市に届いたランドセルは，市の教育委員会

を通して希望者にプレゼントされました。本学には気仙沼市長から感謝状が届きました。

本学で企画した被災地ボランティアでは，活動報告として学生に感想文を書いてもらい，冊子

にまとめました。その中から一部をご紹介しましょう。

「このボランティアに参加しなかったら私はこの現実を知ることはなかったかもしれません。

メディアや人から聞いた話では限界があります。現地に行き，直接自分の目で見て，聞いて，感

じることが出来たことを自分の人生で生かしていきます」

「私に出来ることは小さく，限られているかもしれません。しかし小さくても力になれること

も分かりました。そのため今後も小さな力であっても私が出来る限りのことを見つけ，行動でき

るようにしたいと強く思し、ます」

「帰る家があること，温かいお風日に入れること，布団で寝られること，ご飯が食べられるこ

と，学校に行けること，家族・友達がそばにいること，当たり前に感じている日常生活がどれほ

ど大切なことか改めて実感した。それと同時に自分と関わっている人たちに感謝し 1日1日大事

に過ごしたい」

こうした感想文からは，被災地でのボランティア活動によって，し、かに大きなものを学生が学

んだかが伝わってきます。

ただ，問題点や課題点も三つありました。一つ目は，ボランティア活動に対するモチベーシヨ

ンが高い学生と低い学生が混在していることです。そして，どの程度モチベーションがあるかは

現地で活動して初めてわかります。この取り組みにもモチベーションの低い学生がおり，現地で

非常に残念な思いをしました。問題点・課題点の二つ目は，被災地への「親切の押し売り」にな

らないように，ボランティア先での立ち居振る舞いについて学生に対する事前説明を徹底したの

ですが，これに手間と時間がかかったことです。三つ目は，一時的な感動や問題意識の高まりに

終わらせないために何をすべきかということです。本学ではボランティア活動に継続して取り組

-55-



むことで，学生の問題意識も継続させたいと考えています。

5.単位不足や欠席の多い学生には面談指導

学生支援の取り組みのもう一つの事例は， I単位不足や欠席の多い学生へのコンタクト・指導」

です。単位不足や欠席が多いことの原因は，不本意入学，学習意欲の喪失，人間関係の悩みなど

があると考えられます。本学では，履修期間内に履修登録を行わない学生，成績不良学生，欠席

が目立つ学生に対して，連絡や面接・指導を行っています。 1年生については，履修期間内に履

修登録を行わなかったり，必修科目を多く欠席したりする場合に，各学部が電話で学生に連絡し，

20'""-'40人と面談を行います。未履修や多欠の原因をつきとめ，解決策を提案しているためか， 1 

年次前期で、の退学者も減っています。この取り組みの効果としては，学部からの連絡をきっかけ

に，授業に出席するようになる学生が少なくないことが挙げられます。そのため，退学率の増加

抑制に役立つていると言えるでしょう。

一方，問題点や課題点も四つあります。一つ目は，日中は電話がつながらない学生が多いため，

職員の通常の業務時間内では全員への連絡が難しいこと。二つ目は，成績が良くない学生に電話

をして保護者が出た時に，どの程度事情を話すべきかということ。三つ目は学納金延滞の場合で，

保護者から「子どもには延滞していることは黙っていてほししリと頼まれるなど，対応が難しい

ことがあります。四つ目は，学生によっては，課題の解決に相当の時間と労力が必要な場合があ

ることです。

こうした課題や問題を解決するためには，教職員が互いの学生指導についての情報を把握する

必要があると考えています。そこで，経営学部では電子ポートフォリオに情報共有のための機能

を組み込みました。電子ポートフォリオには教職員一人ひとりの学生指導件数や内容も記録され

るため，教職員の勤務評価に反映することも検討しています。

6.自分の「てっぺん」を見つけてほしい

学生支援の取り組みの三つ目の事例は， Iてっぺんフォーラム」です。これは，何らかのきっか

けによって大きく成長した学生，大学院生に話をしてもらい， 1年生のやる気を引き出そうとす

る取り組みで， 1年生に自分の「てっぺん」を見つけてほしいという願し、を込めて命名しました。

てっぺんフォーラムの企画・運営は，学生で組織される委員会が行し、ます。教職員も協力します

が，あくまでも企画・運営主体は学生です。

私は長年大学に勤めていますが，近年は何事にも無気力であるように見える学生が増えている

ような気がします。同僚や他大学の教職員に聞いても，私と同じように思っている人が少なくあ

りません。今日この会場にも，そうお思いになっている方がいらっしゃると思います。ただ，一

見やる気がなさそうに感じられる学生も，内には輝くものを秘めているはずです。今までは自分

の良さを発揮する機会がなかったため，自分でも燃え上がるきっかけを待っている学生もいるで

しょう。今の自分と同じような状況にあった先輩がし、かに成長していったかを知ることで，下級

生に自分のやる気のスイッチを入れてほしいと考えました。何か興味のあることが見つかり，達

成感を得られれば，学業についても積極的になれるはずです。そうした学生が増えていけば，中

途退学や学力不足といった本学の課題を解決する上でも効果が期待されます。

l年次に先輩の話を聞いて感動した学生は， 4年間の大学生活の大半を意欲的に過ごせるでしょ

う。そうした学生が 3・4年生になれば，今度は自分の経験を後輩に話すために「てっぺんフォー

-56-



ラム」に参加してくれるはずですから，プラスのスパイラルが生まれると期待しています。

「てっぺんフォーラム」は 2011年度から本格的に始まりました。それまでは，活動が軌道に乗

るように教職員がサポートしましたが，今は学生が主体的に企画・運営しています。学生のため

の活動ですから，その中心には学生がいるべきであると，本学では考えています。

7.継続するためには教職員の力が必要

最後に，今日ご紹介した三つの学生支援事例の課題と展望をお話しします。「ボランティアによ

る被災地支援」では，参加した学生に人間的な成長が見られる，意義のある活動であると捉えて

います。ただ，学生にすべてを委ねるのは難しく，継続するためには教職員の力が必要です。「単

位不足や欠席の多い学生へのコンタクト・指導Jは，地味で時間のかかる業務ですが，退学・休

学などを防ぐためには不可欠であると考えています。「てっぺんフォーラム」は，効果を検証して

いくつもりです。正課外の行事が広範囲の学生にポジティブな影響を及ぼし，多くの気づきをも

たらしている可能性が高いと考えられるからです。

本学では，この三つ以外にもさまざまな学生支援事業を行っています。いずれも，担当教職員

が変わっても継続されています。それだけ教職員間の引き継ぎに万全を期しているわけですが，

個々の学生の成長過程をどの教職員も把握できているかという点で、は課題が残っています。今後

は他大学の事例も参考にさせていただきながら，学生支援の内容をさらに充実させていきたいと

考えています。

それでは， Iてっぺんフォーラム」を企画・運営している学生に，工夫していること，下級生に

対する活動の影響，活動にかける思いなど、について話してもらいましょう。

「てっぺんフォーラム」学生報告

1決して妥協せず、最後まで責任を持つ

文京学院大学学国語学部4年(1てっぺんフォーラム」実行委員会初代委員長)清田里穂と申し

ます。「てっぺんフォーラム」とは，目標を達成した学生に「てっぺん賞J，目標達成に向けて努

力している学生に「スイッチ・オン賞」を贈り，表彰者に自分の経験を話してもらうフォーラム

です。 l年生に努力することの意義を伝え，やる気を引き出すために始まった活動で，これまで

にプレ開催を含めて 3回開催されました。

私たちが引き出そうとしているのは，学業に対する意欲だけではありません。そのため，部活

動で目標を達成した人，達成に向けて努力している人も積極的に表彰し，経験を話してもらって

います。活動の企画・運営に当たる「てっぺんフォーラム」実行委員会は， 2010年 10月，学生

22名，教職員 16名で発足しました。現在は，全学で 50名以上の学生委員がおり，活動に興味が

ある本学の学生を幅広く受け入れています。委員会は企画部会，広報部会，審査表彰部会，募集

部会の 4部会から成り，全体会を週 l回，各部会はそれ以上の頻度で行います。部会聞の連絡の

ために，書記は各部会の内容を議事録にまとめ，他部会に配布します。

実行委員会には三つの行動指針があります。すなわち，情報の伝達を怠らないこと，現状に満

足しないこと，他者に感謝することです。これに加えて，私は委員長として「決して妥協しない

でほししリと委員に伝えてきました。実行委員会の活動を続ける中では，モチベーションが下が

ったり， IてっぺんフォーラムJ以外の活動との両立に悩んだりすることもあるはずですが，それ
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でも，自分が企画・運営する取り組みに最後まで責任を持ってほしかったからです。「てっぺんフ

ォーラム」は大勢の人の協力があって初めて，開催できます。大変なのは自分だけではないこと

に気づいてほしいと思いました。

2.幡広い学生の心を刺激したい

「てっぺんフォーラム」はふじみ野キャンパス，本郷キャンパスの両キャンパスでそれぞれ同

日に開催します。 2011年度は，外国語学部 2組，経営学部 2組，人間学部 5組，保健医療技術学

部 l組，短期大学 1組の計 11組， 2012年度は外国語学部 2組，経営学部 3組，人間学部 5組，

保健医療技術学部 1組，大学院人間学研究科 1組の計 12組を表彰し，学生・院生が発表しました。

4年制大学，学士課程という枠を超えて，短大生や大学院生にも発表してもらうことで，幅広い

学生の心を刺激できればと考えました。

発表内容を一部ご紹介します。 ITOEIC⑧で高得点を取るために取り組んだ学習についてJ(外

国語学部の学生)， I企業スタッフとして活動する中で、社会人のルールを身につけた体験J(経営学

部の学生)， I~五街道ウオーク~ (東海道，中山道，甲州街道， 日光街道，奥州街道の旧道を歩こ

うと， 2年ごとに開催される文京学院大学の取り組み)の準備活動を通して仲間とつながり，交流

した体験J(人間学部の学生)といった具合です。

表彰者・発表者は，エントリーシートを実行委員会で審査し，決定します。目標を達成できた

かどうかという結果ばかりでなく，達成に向けてし、かに努力を重ねたかという過程も重視して選

考します。エントリーシートは，自薦，他薦を問わず，また本学の学生なら誰でも提出できます。

「てっぺんフォーラムj当日は会場にアンケート用紙を配布します。 2011年度の本郷キャンパ

スでは， 372枚のアンケート用紙が回収されました。その回答をご紹介します。例えば， I先輩の

発表を聞いて自分も何かに挑戦してみたいと思った」という学生は 325名，実に 9割近くを占め

ています。何に挑戦したかを具体的に聞いたところ，本学の英語施設「チャットラウンジj に通

いたいという声が目立ちました。このように，多くの学生を「自分も何かを始めよう」という前

向きな気持ちにさせることができ， Iてっぺんフォーラム」に取り組んできてよかったと実感しま

した。しかし，現状に満足していては，さらなる発展はありません。「てっぺんフォーラム」はも

っともっと充実した取り組みになると，私たちは考えています。

3. 4年間の大学生活で最も大きな誇りに

向上心を抱く学生を 1人でも増やすために，開催時期や審査方法の見直し，教職員と学生の綿

密な連携，認知度を上げるための広報活動なと委員から出された反省点を改善していくつもり

です。話を聞いてくれた学生に対するアフターフォローを始める予定もあります。また，取り組

みを継続させるために， 4年生から下級生への引き継ぎにも万全を期したいと考えています。

私は， Iてっぺんフォーラム」実行委員としての活動に， 4年間の大学生活で最も大きな誇りを

感じています。大勢の人の前で話すこと，さまざまな意見を一つにまとめること，誰かに指示を

出すことなど，初めて体験することがたくさんありました。正直，戸惑うこともありましたが，

粘り強く取り組んで乗り越えられたと思います。私のやる気のスイッチは，実行委員になった時

に「オン」になったのです。また，数えきれないほど多くの人に，支えていただきました。これ

からも，他者への感謝を忘れず，人とのつながりを大切にしていきたいと思っています。

ご清聴ありがとうございました。
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初年次からの多様な学生
支援と教職協働

文京学院大学の取り組み事例

平成24年9月6日

文京学院大学

本郷キャンパスデイレウタ

森村幸夫

文京学院大学の紹介

文京学園の歩み一自立と共生
1924年創立者島田依史子が島田裁縫伝習所を聞く

1927年本郷家政女学校に名称変更

1935年 本郷家政女学校を本郷商業家政女学校に名称変更

1947年本郷商業家政女学校を文京女学院に名称変更

1947年、文京学園女子中学校を開校

1959年文京女学院医学技術専門学校を開校

1964年文京女子短期大学を開学

1991年文京女子大学開学。経営学部を開設。

1997年文京女子大学人間学部および文京女子大学大学院を

開設。

2001年文京女子大学外国語学部を開設。

初日2年「文京学院大学」と校名を変更。

初日5年大学全学部を男女共学に。

2006年保健医療妓術学部を開設、短期大学も男女共学

2009年創立85周年

ふじみ野キャンパス〈埼玉曝ふじみ野市〉

3 

5 
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発表の構成

1、文京学院大学の紹介

2、学生支援

事例1) ボランティアによる被災地支援

事例2) 単位不足や欠席の多い学生へのコ

ンタクト・指導

事例3)てっぺんフォーラム

3、課題と展望

大学の学部構成・規模(学生数)

2 

4 

6 



事例1 ボランティアによる被災地支援

け)内容
学生の聞で、ボランティアとして被災地支援を行いたいが，交通・

宿泊の手配を含めどうしていいかわからないという声が多かった
ため、大学で企画を立てた。

まず、職員で現地視察・ボランティアの経験をし、現地の状況把握、

宿泊先状況、安全性の確認、手配の仕方を確認した上で、学生に
案内を行った。

・大学企画のボランティア派遣を7件実施したが、各国とも募集人数

をはるかに超える希望者があった。また、心ある学生は、震災直
後より自主的に多くのポランティア活動をしており、計12件に上っ
ている。 平成23年度の活動として、主だったボランティアでも19件

を実施し、延べ1044人の参加者。

-本学では長期の支援を考えており、最低5年間実施する計画。

.今後は、『ガレキの撤去」から『心のケア』への移行

7 

9 

1 1 

-60-

(2)効果

第一に、学生遣は、日本で起きた大震災を実際に自にすることで、自分

違の在り方や今後の人生について考えるきっかけとなった。

第二に、学生違は、互いに助け合うことの大切さを学ぶことができた。

第三!こ、大学のボランティア参加がきっかけとなって、個人レベルでも

ポランティアに参加したいという学生が増えた。

特に、教科の一環としてではなく、純粋なボランティア活動で、学生遣の

成長を目の当たりにすることができ、私遺教臓員も報われたという思い

が強い。

r の 的な活動J

東日本大震災を通じて

〔ランドセル大作戦)

環境教育研究センター

8 

10 

12 



13 14 

15 16 

17 18 
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• r帰る 諮滋 之、 ミセ2喚gmれること、?でもられる

こと、当たり81こ感じている鉱?主もいみがと

絞街1懇禎三位tFtt!?ふと関わっている人たちに感

・「今回のボランティアでは、文京以外にもたくさんの団体が参加し

社:Z占企思荒壁?参法廷22碍戎斡?書面禁民
民つ作近年悦も弘河言誤認獄殺22い思干
巴つ'~，雫き樋箭年嘉男2LL終甥Rできるよう
・「この経験は絶MIこ将来何らかの役に立っと思うし、人生の貴重
主経験になります。私たちはちっぽけなことしか出来ないけれど、

稽諸説高説聖ttpl矧も始まりません。これからは

(3) 学生達の感想文より

• rこのボランティアに参加しなかったら私はこの現実を知ることはなかった
かもしれません。メディアや人から捌いた話では限界がありますo現地に
行き、直接自分の回で見て、聞いて、感じることが出来たことを自分の人
生で生かしていきます。」

「文京学院大学の定期的な被災地支援ボランティアは、前々から興味が
あり、こんなに他の人も頑張っているのだから自分も何か出来ることをした
いと考えていた。しかし、なかなか一歩踏み出せずにいた。そんな時閉じ
学科の友人に誘われ今回のボランティアに参加しました。」

• r私に出来ることは小さく、限られているかもしれません。しかし小さくても
カになれることも分かりました。そのため今後も小さなカであっても私が
出来る限りのことを見つけ、行動できるようにしたいと強く思います。」

・「被災地に行って、まさに人は支え合って生きていることを感じることがで
きた。」

22 21 

事例2) 単位不足や欠席の多い

学生へのコンタクト・指導
膏東
・不本意入学
・学習意欲の喪失
.人間関係の悩み

連絡、商嬢・指導の対象者
.履修期間肉に履修釜録を行わない学生
.成績不良学生
・多欠者

1年生については、以下の学生に連絡、面接圃指導
. 履修釜録期間に履修登録を行わない学生

1年生の必修科目への欠席回数が多い学生
{各学部では、出席状況の悪い1年次の学生約20-40人について、電
話でコン書クト~ 1年次前期時点での退学者減につながっている。)

(4)問題点・課題

1. モチペーションの高い学生と低い学生が混在するた

め、ボランティア先で、大変気を遭った。

ーモティペーションの低い学生に参加させない事はもともと

難しい。

ー加えてモティペーションの高低は現地に行って始めて判明;

することが多かった。

2. ボランティア先に対しては、『親切の押し売りJとならな|

いようにするE慮が必要。事前学習の徹底が重 要 で

これには手間と時間を要した。

3. 一時的な感動や問題意識とならないための方策が重

要。

24 
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情報共有の試み

-教職員が、指導・コン多クト4警報を共有するこ!
とに大きな意味があると考えられることからU
締嘗学部についてはすでに稼働している鷺 i 
子ポートフォリオに新しく組み込むこととした。!

・電子ポートフォリオでは、4警報共事gをはじめ i 
様々なデータをi説集できる。指導件数・内容 ! 
を控揺することで、指導にあたった教職員お i
静恒に加えることも可能になる。 I

26 

効果 a問題点

ι効果i

-認襲撃投主導返事蕗輪前思想習った
問題点:

-諒15襲撃隷おお丹生が多い(通常の職員の業務時

「禁績不良の場合、保媛者が電話に街た時、どこまで話す

.謬金延滞の官、親出供l掛字、怖との鱒
抗当 編成今情え時iこあるケ…ス

.個別案件の解決家でには穏当の時間と労力が必要襲。

2)皆景

-近年なんとなく生きている、つかみどころのな
い、やる気ぬないように見える学生が増えて
いることを大学関謀者は実感していることと
恕います。

・しかし、そういった学生たちは、全くダメなわ
けでiまなく、いいもめを持っているが、きっか
けが無く発捕できないでいる。自分でも燃え
上がる機愈を待っている。

事例3)

1 )内容
1. i寄らかのきっかけで大悲く成長したよ級生の

姿を見せ、下縁生が感動・勇気をもらって「ス

l イツチオンjし、底分の『てっぺんjを見出すこ
とを期待するものである。

門学生の委員会がフォーラムの運営に畠たり，
選考器準を設けて蕗鄭した学生の辛から犠
補学生委選接する。

・教職員もフォーラムの軍営に協力するが、あ
くまで主体lま学生の義員会である。

てっぺんフォーラム

28 27 

概念図

てっぺんフォーラムと在学生との関係

3)目的趣意報

・そういった学生たちに、同じような状況から「ある ! 
きっかけ」により成長した先輩に、経験を諜っても
らい、学生遠の心!こ惑動や勇気を与えfスイッチオ t

ンJを堤すものである。 i

て
っ
ぺ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

31 Iてっぺんフ珍ーラム(1)繍幅

i I・傷事部・掌科部局主功例措総合
i'骨由時lIt轟綿織置を墨色愛轟
!.事桝こ争ってやり輩げた売却~IIII

1・1つのことにやる気を出せば、学業についても穣 ; 
極的になり、大学が栂える不本態入学、中途護学、i

学生満足度、学力不足、就職賄韓、他の色々な隅;
| 題も解決することが期待できる。， e覇軍

30 
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本来学生が主体の活動とすべき

4・ι

3、 課題と展望

i・本学では、これらの様々な学生支援が担当

者の交代をきっかけに途絶えるといったこと
は起きていない。

・しかし、正課外、正課を通して様々な局面で
学生が成長してし、く様を教職員が共有できて
いるか、とし、う点では課題が残っている。

l・他大学の例も参考にさせていただ、きながら、

学生支援の内容をさらにレベルアップさせて
いきたい。

31 

31 

33 
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3、 課題と展望

今日取り一上げた3件にういてもう一度振り返づて見ょう。|

.被災地のボランティア活動では、経験した学生遣の成|
長が大きな励みになっているが、被災地で受け入れ i 

られる活動を継続するには、職員のカは必要である。|

・多欠者等への連絡は、地味で時聞のかかる業務であ|
るが、退学・休学等を防止するには欠かすことができ i
な い。!

・『てっぺんフォーラム』のような正課外での行事が広
範囲の学生にポジティブな影響を与え、気付き(スイッ
チON)を与えている可能性が強く、効果の検置を続
けていきたい。

学生からの発表

「てっぺんフォーラム」を企画・運営している学生に
話をしてもらいます(清田里穂てっぺんフォーラム
前委員長)。

・工夫している点

・聴衆である下級生の学生達に与える影響

.この活動にかける思い

など。

それでは、よろしくお願いします!

32 
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ー砂 1 

をう。4
フォーラム

外国語学部 4年
初代委員長清田里穂

品轟塾塾

てっぺんフォーラムとは…

-めざせ!教育力日本一

• rてっぺんフォーラム」とは、自らが立てた目標を達成した学

生に与えられるfてっぺん賞」、および目標に向かって努力途

上の学生に与えられる「スイッチ・オン賞」を後輩たちに披露
する発表会です。

歩大学生活の4年聞は学力の向上だけでなく、「マインドJ、「ス
キルム「応用力」を伸ばすことが必要です。

多フォーラムでは、学生たちが在学中に学び、培った経験を学

習成果のプレゼンテーションやパフォーマンスとして披露して
います。

砂 2

委員会構成

多 J II 砂 4

2 

3 4 

行動指針 11 発表者の先輩方

静情報の伝達を怠らないこと

静満足しないこと

善人に感謝すること

多 2011

【本郷】

外国語学部 2組

経営学部 2組

短期大学 1組

【ふじみ野】

人間学部 5組

保健医療技術学部 1組

置日銀

が5 II 歩 6

参 2012

【本郷】

外国語学部 2組

経営学部 3組

保健医療技術学部 1組

【ふじみ野】

人間学部 5組

人間学研究科 1組

量望組

5 6 
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発表例

~ TOEIC高得点獲得を目指した学習例(外国語学部)

砂企業スタッフとして活動する中で社会人のルールや社会
自体を学んだ例(経営学部)

~ r新・文明の旅」プロジェクトでトJレコを訪問し、エイズの
プレゼンを行う一方現地病院で医療の説明を聞き感動し
た例(保健医療学部)

~ r五街道ウオーク」準備活動を通じて仲間とつながり・交
流が(人間学部)

参福島県郡山市逢瀬町産の野菜代行販売から自分が出
来ることを考え行動した例(人間学部)

砂 7

聴衆の声

~ 9 

課題

参より良いてっぺんフォーラムを作るために

-開催時期、審査方法の見直し

・教職員と学生の密度のある連携

.認知度向上

(2011年度)

総本郷キャンパス

~ r気付き」から「スイッチオン」、そして「てっぺんJへ
-開催後のアフターフォロー

・行動検証

砂"

7 

11 

11 

1I 

9 

11 

選考基準

エントリーシート提出

. r一番」でなくてもよい

・伝えたい、披露したい。という気持ち

.自らの気付きが見えるもの

=今実行委員会で審査を行う

惨 8

聴衆の声
【異体的な意見】
。チヤツトラウンジに通う
鯵海外留学をする
鯵資格取得をする
務東京国際アニメフェアに参加する
aボランティア活動を行う
.. ~主i舌のリズムを改善する

e好きなことを見つける
@多くの2容を銃む
" TOEICのスコアアップを巨指す
。色々 な閣へ行き、様車予を広げた

い

-企業の方や様々 な人と交流する
鑑 iまい繕いいえ・無回答

(2011年度)

、，塙 様本鱒キvンパス
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